
家畜保健衛生所たより 

【概要】（9月9日  8時現在） 
 

   岐阜県岐阜市  繁殖豚（79頭）、肥育豚（531頭） 計610頭 
 ※精密検査を実施した結果、アフリカ豚コレラへの感染ではない 
  ことを確認済み。  
  
 豚コレラの発生を防ぐためには、各農場の飼養管理・衛生 管理を 
徹底して、ウイルスの侵入を防ぐことが大切です。 
  
 以下の対策を徹底して下さい。 
 １）人・物・車両によるウイルスの持ち込み防止 
 ２）衛生管理区域への消石灰の散布 
 ３）野生動物の侵入防止 
 ４）適切な飼料と水の給与 
 ５）健康観察・異常の早期発見・早期通報の徹底 

 
 
 
 
  感染豚は唾液、涙、糞尿中にウイルスを排泄し、感染豚や汚染物品
等との接触等により感染が拡大されます。 

（治療法はなく、発見されれば殺処分されます！）      

異常をみつけた場合には直ちに山梨県東部家畜保健衛生所まで0 8  
電話： 0 5 5 - 2 6 2 - 3 1 6 6  F A X ： 0 5 5 - 2 6 2 - 3 1 0 8  
夜間・土日・休日の連絡先： 0 9 0 - 5 5 3 5 - 8 0 0 5  
土日・休日の連絡先： 0 9 0 - 5 5 4 4 - 7 8 6 8  

  

 岐阜県で豚コレラの患畜が確認されました！ 

  （国内での発生は２６年ぶりとなります） 
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             山梨県東部家畜保健衛生所   

※これまで以上に念入りに毎日の健康観察を行って下さい！           

  他の養豚農場への不要不急の出入りは控えて下さい。 

厳重な 
警戒を！ 

豚舎に入る場合には、ウイルスを持ち込まないよう 
衣服や靴の交換と十分な消毒を行って下さい。           


